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除外者を除いた 21 名（男性 6 名，女性 15 名，29～81 歳，平均年齢 60 歳）であった．参
加者には，本研究の趣旨，倫理的配慮を十分に説明し，同意を得た．方法は，「慢性的な痛
みのリハビリ～痛みの捉え方～」についての講義前後で，アンケートにて主観的評価
（ Numerical Rating Scale:NRS ， マ ク ギ ル 痛 み 質 問 表 :MPQ, Pain catastrophizing 
Scale:PCS, Hospital Anxiety and Depression Scale: HADS）の測定を実施した．また，
終了時のみ感想の自由記載を実施した．統計解析には，講義前後の比較に対応のある T 検
定を実施した．講義前後での痛み強度の変化と他の主観的評価の変化の間の相関関係には
Spearman の順位相関係数を用いた．有意水準は危険率 5％未満とした． 
 
【結果】  
痛みの主観的評価の講義前後比較は，主観的評価の NRS 痛み強度，MPQ 総計・感覚，PCS
総計・反芻・無力感・拡大視 ,HADS 不安において値が有意に低下した．痛み強度の変化値
との相関関係は，痛み強度の変化値と PCS 反芻の変化値（ r=0.489，p<0.05），痛み強度の










第 47 回日本慢性疼痛学会にて，発表予定である．  
